
「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形で設定した学習到達目標 
 

聞くこと 読むこと 話すこと[やり取り] 話すこと[発表] 書くこと 

第
５
学
年 

ア ゆっくりはっきりと話され

れば，自分のことや身近で簡

単な事柄について簡単な語句

や基本的な表現を聞き取るこ

とができる 

 

イ ゆっくりはっきりと話され

れば，日常生活に関する身近

で簡単な事柄について，具体

的な情報を聞き取ることがで

きる 

 

ウ ゆっくりはっきりと話され

れば，日常生活に関する身近

で簡単な事柄について，短い

話の概要を捉えることができ

る 

ア 活字体で書かれた文字を識

別し，その読み方を発音する

ことができる 

ア 基本的な表現を用いて指

示，依頼をしたり，それらに

応じたりすることができる 

 

 

 

イ 日常生活に関する身近で簡

単な事柄について，自分の考

えや気持ちなどを，簡単な語

句や基本的な表現を用いて伝

え合うことができる 

 

ウ 自分や相手のこと及び身の

回りの物に関する事柄につい

て，簡単な語句や基本的な表

現を用いてその場で質問をし

たり質問に答えたりして，伝

え合うことができる 

ア 日常生活に関する身近で簡

単な事柄について，簡単な語

句や基本的な表現を用いて話

すことができる 

 

 

イ 自分のことについて，伝え

ようとする内容を整理した上

で，簡単な語句や基本的な表

現を用いて話すことができる 

 

 

ウ 身近で簡単な事柄につい

て，伝えようとする内容を整

理した上で，自分の考えや気

持ちなどを，簡単な語句や基

本的な表現を用いて話すこと

ができる 

ア 大文字，小文字を活字体で

書くことができる 

 

第
６
学
年 

ア ゆっくりはっきりと話され

れば，自分のことや身近で簡

単な事柄について簡単な語句

や基本的な表現を聞き取るこ

とができる 

 

イ ゆっくりはっきりと話され

れば，日常生活に関する身近

で簡単な事柄について，具体

的な情報を聞き取ることがで

きる 

 

ウ ゆっくりはっきりと話され

れば，日常生活に関する身近

で簡単な事柄について，短い

話の概要を捉えることができ

る 

 

 

 

 

 

 

イ 音声で十分に慣れ親しんだ

簡単な語句や基本的な表現の

意味が分かる。また，音の読

み方に慣れ親しむことができ

る 

 

 

 

 

 

 

 

イ 日常生活に関する身近で簡

単な事柄について，自分の考

えや気持ちなどを，簡単な語

句や基本的な表現を用いて伝

え合うことができる 

 

ウ 自分や相手のこと及び身の

回りの物に関する事柄につい

て，簡単な語句や基本的な表

現を用いてその場で質問をし

たり質問に答えたりして，伝

え合うことができる 

ア 日常生活に関する身近で簡

単な事柄について，簡単な語

句や基本的な表現を用いて話

すことができる 

 

 

イ 自分のことについて，伝え

ようとする内容を整理した上

で，簡単な語句や基本的な表

現を用いて話すことができる 

 

 

ウ 身近で簡単な事柄につい

て，伝えようとする内容を整

理した上で，自分の考えや気

持ちなどを，簡単な語句や基

本的な表現を用いて話すこと

ができる 

ア 語順を意識しながら音声で

十分に慣れ親しんだ簡単な語

句や基本的な表現を書き写す

ことができる 

 

 

イ 自分のことや身近で簡単な

事柄について，例文を参考に，

音声で十分に慣れ親しんだ簡

単な語句や基本的な表現を用

いて書くことができる 

 



「ＣＡＮ－ＤＯリスト」作成手順

作成手順

「書くこと」の指導
の初期段階なので，
第５学年の到達目標
は，アルファベット
を書くところまでと
した

アルファベットを書
くことが身に付いて
いるので，第６学年
の到達目標は，語句
や表現を書き写した
り書いたりすること
とした

使用教科書を参照
すると，指示・依
頼に当たる内容は
第５学年で学習す
るので，第６学年
では空欄とした

学習指導要領解説
では，文字が示す
音の読み方（フォ
ニックス）につい
ても指導すること
が示されている

「読むこと」の指導
の初期段階なので，
第５学年の到達目標
は，アルファベット
の名称が読めるよう
にするところまでと
した

小学校の学習到達目標を
確認する

小学校学習指導要領第２章
第10節外国語第２各言語の
目標及び内容等を参照し，目
標(1)～(5)を卒業時の学習到

達目標とする。

1

第５学年と第６学年で
到達すべき目標を分ける

学校や児童の実態，使用す
る教科書の内容に応じて，学
習到達目標の到達すべき時期
を，第５学年と第６学年に分
ける。

2

内容を検討する

各学年の学習到達目標の内
容を，地域や学校の特色，行
事，総合的な学習の時間で行
う内容，予定している言語活
動などから，具体化して記述
することも考えられる。



第５学年 年間指導計画（１学期） 
単元名 

（時数） 
単元の目標 

重点領域 
 

ＣＡＮ－ＤＯリスト 
対応項目 

言語活動 
観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Unit１ 

Hello, friends. 

（８） 

 自分のことをよく知って
もらったり，相手のことを
よく知ったりするために，
名前や好きなものについて
聞き取ったり，考えや気持
ちなどを伝え合ったりする
ことができる。また，アル
ファベットの活字体の読み
方を発音したり，書いたり
することができる。 
 
※なお，本単元における「読
むこと」「書くこと」につ
いては，目標に向けた指
導は行うが，本単元内で
記録に残す評価は行わな
い。 

 

聞くこと 

ア 

 

 

話すこと 

[やり取り] 

イ 
 

 教員やＡＬＴの

自己紹介から，名

前や好きなものな

どを聞き取る。 

 

学級の友達と，

名刺カードを示し

ながら名前や好き

なものなどを尋ね

合い，自己紹介を

行う。 

〈知識〉 
色やスポーツ，食べ物などを表す語
句や How do you spell your name? I’m
～. I like ～. What ～ do you like? 
の表現について理解している。 
 
〈技能〉 
聞名前や好きなものについて，上記
の語句や表現を聞き取る技能を
身に付けている。 

 
や名前や好きなものについて，上記
の語句や表現等を用いて，考えや
気持ちなどを伝え合う技能を身
に付けている。 

聞相手のことをよく知るため
に，名前や好きなものにつ
いて聞き取っている。 

 
 
や自分のことをよく知っても
らったり，相手のことをよ
く知ったりするために，名
前や好きなものについて，
考えや気持ちなどを伝え合
っている。 

聞相手のことをよく知るため
に，名前や好きなものにつ
いて聞き取ろうとしてい
る。 

 
や自分のことをよく知っても
らったり，相手のことをよ
く知ったりするために，名
前や好きなものについて，
考えや気持ちなどを伝え合
おうとしている。 

Unit２ 

When is your birthday? 

（８） 

 自分のことをよく知って

もらったり，相手のことを

よく知ったりするために，

誕生日や欲しいものについ

て，具体的な情報を聞き取

ったり，考えや気持ちなど

を伝え合ったりすることが

できる。 

 

聞くこと 

イ 

 

 

 

話すこと 

[やり取り] 

イ 
 

教員とＡＬＴの

やり取りから，誕

生日や欲しいもの

などの具体的な情

報を聞き取る。 

 

学級の友達と，

誕生日や欲しいも

のなどを尋ね合う。

尋ね合ったことを

基にバースデーカ

ードを作成する。 

〈知識〉 
月や日付，身の回りのものなどを表
す語句や When is your birthday? My 
birthday is ～. What do you want for 
your birthday? I want ～.の表現につ
いて理解している。 
 
〈技能〉 
聞誕生日や欲しいものについて，具
体的な情報を聞き取る技能を身に
付けている。 

 
や誕生日や欲しいものについて，上
記の語句や表現等を用いて，考え
や気持ちなどを伝え合う技能を
身に付けている。 

聞相手のことをよく知るため
に，誕生日や欲しいものに
ついて，具体的な情報を聞
き取っている。 

 
や自分のことをよく知っても
らったり，相手のことをよ
く知ったりするために，誕
生日や欲しいものについ
て，考えや気持ちなどを伝
え合っている。 

聞相手のことをよく知るため
に，誕生日や欲しいものに
ついて，具体的な情報を聞
き取ろうとしている。 

 
や自分のことをよく知っても
らったり，相手のことをよ
く知ったりするために，誕
生日や欲しいものについ
て，考えや気持ちなどを伝
え合おうとしている。 

Unit３ 

What do you want to 

study? 

（８） 

 自分のことをよく知って

もらうために，学びたい教

科やなりたい職業について，

話すことができる。 

 

話すこと 

[発表] 

ア 
 

オリジナルの時

間割を作成し，学

びたい教科やなり

たい職業などをグ

ループの友達に発

表する。 

〈知識〉 
曜日や教科，職業などを表す語句や
What do you want to study? I want to 
study ～. What do you want to be? I 
want to be ～.の表現について理解し
ている。 
 
〈技能〉 
発学びたい教科やなりたい職業に
ついて，上記の語句や表現等を用
いて，話す技能を身に付けてい
る。 

発自分のことをよく知っても
らうために，学びたい教科
やなりたい職業について，
話している。 

発自分のことをよく知っても
らうために，学びたい教科
やなりたい職業について，
話そうとしている。 

パフォーマンステスト１ 

（２） 

上に同じ 上に同じ 同様の発表を学
級全体の前で行う。 

※本計画では，パフォーマンステスト１を Unit３と関連付けているが，学校の実態に応じ，他の単元
と関連付けたり，Unit１～３の内容を総合したりして実施することが考えられる。 



第５学年 年間指導計画（２学期） 
単元名 

（時数） 
単元の目標 

重点領域 
 

ＣＡＮ－ＤＯリスト 
対応項目 

言語活動 
観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Unit４ 

He can bake bread well. 

（８） 

自分や第三者のことをよ

く知ってもらったり，相手

や第三者のことをよく知っ

たりするために，その人と

の関係やできることについ

て，具体的な情報を聞き取

ったり，伝えようとする内

容を整理した上で話したり

することができる。 

 

聞くこと

イ 

 

 

 

話すこと 

[発表] 

イ 
 

教員やＡＬＴの

話を聞き，紹介し

た人について，具

体的な情報を聞き

取る。 

 

グループの友達

に「Who is this?ク

イズ」を出し，紹介

したい人のことを

発表する。 

〈知識〉 
自分との関係や職業，動作などを表
す語句や Who is ～? This is ～. Can 
you ～? I/He/She can/can’t ～.の表現
について理解している。 
 
〈技能〉 
聞相手と第三者の関係やできるこ
とについて，具体的な情報を聞き
取る技能を身に付けている。 

 
発自分と第三者の関係やできるこ
とについて，上記の語句や表現等
を用いて，話す技能を身に付けて
いる。 

聞相手や第三者のことをよく
知るために，その人との関
係やできることについて，
具体的な情報を聞き取って
いる。 

 
発自分や第三者のことをよく
知ってもらうために，その
人との関係やできることに
ついて，伝えようとする内
容を整理した上で話してい
る。 

聞相手や第三者のことをよく
知るために，その人との関
係やできることについて，
具体的な情報を聞き取ろう
としている。 

 
発自分や第三者のことをよく
知ってもらうために，その
人との関係やできることに
ついて，伝えようとする内
容を整理した上で話そうと
している。 

Unit５ 

Where is the post 

office? 

（８） 

 自分たちの夢の町につい

て知ってもらったり，相手

の夢の町について知ったり

するために，施設への行き

方を尋ねたり，それに応じ

て答えたりして伝え合うこ

とができる。 

 

話すこと 

[やり取り] 

ア 
 

グループごとに

「夢の町マップ」

を作成し，違うグ

ループの友達と，

欲しい施設やその

施設への行き方を

尋ね合う。 

〈知識〉 
建物や位置などを表す語句やWhere 
is ～ ? Go straight for ～  block(s). 
Turn left/right. It’s by/in/on/under/～. 
You can see it on your left/right.の表現
について理解している。 
 
〈技能〉 
や夢の町について，上記の語句や表
現等を用いて，施設への行き方を
尋ねたり，それに応じて答えたり
する技能を身に付けている。 

や自分たちの夢の町について
知ってもらったり，相手の
夢の町について知ったりす
るために，施設への行き方
を尋ねたり，それに応じて
答えたりして伝え合ってい
る。 

や自分たちの夢の町について
知ってもらったり，相手の
夢の町について知ったりす
るために，施設への行き方
を尋ねたり，それに応じて
答えたりして伝え合おうと
している。 

パフォーマンステスト２ 

（２） 

上に同じ 上に同じ  同様のやり取り

を，教員やＡＬＴ

と１対１で行う。 

※本計画では，パフォーマンステスト２を Unit５と関連付けているが，学校の実態に応じ，他の単元
と関連付けたり，Unit４～６の内容を総合したりして実施することが考えられる。 

Unit６ 

What would you 

like? 

（８） 

 自分の考えをよく知って

もらったり，相手の考えを

よく知ったりするために，

丁寧に料理を注文したり，

注文に応じたりして伝え合

うことができる。 

 

話すこと 

[やり取り] 

ア 
 

 店員役とお客さ

ん役に分かれ，Ａ

ＬＴのために選ん

だメニューについ

て，注文したり，そ

れに応じたりす

る。 

〈知識〉 
食べ物や飲み物，値段などを表す語
句や What would you like? I’d like ～. 
How much is it? It’s ～ yen.の表現に
ついて理解している。 
 
〈技能〉 
や自分や相手の欲しい料理につい
て，上記の語句や表現等を用い
て，料理を注文したり，それに応
じたりする技能を身に付けてい
る。 

や自分の考えをよく知っても
らったり，相手の考えをよ
く知ったりするために，丁
寧に料理を注文したり，注
文に応じたりして伝え合っ
ている。 

や自分の考えをよく知っても
らったり，相手の考えをよ
く知ったりするために，丁
寧に料理を注文したり，注
文に応じたりして伝え合お
うとしている。 



第５学年 年間指導計画（３学期） 
単元名 

（時数） 
単元の目標 

重点領域 
 

ＣＡＮ－ＤＯリスト 
対応項目 

言語活動 
観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Unit７ 

Welcome to Japan. 

（８） 

 自分のことをよく知って

もらったり，相手のことを

よく知ったりするために，

好きな季節とその理由につ

いて，その場で質問したり

質問に答えたりして，伝え

合うことができる。 

 

話すこと 

[やり取り] 

ウ 
 

グループの友達

と，好きな季節や

その理由などを尋

ね合う。尋ね合っ

たことを基に，グ

ループで日本のお

すすめの季節を紹

介するポスターを

作る。 

〈知識〉 
季節や日本の遊び，年中行事などを
表す語句や Why do you like ～? We 
have ～. What do you do ～? I usually 
～. You can ～.の表現について理解
している。 
 
〈技能〉 
や好きな季節とその理由について，
上記の語句や表現等を用いて，そ
の場で質問したり質問に答えた
りして，伝え合う技能を身に付け
ている。 

や自分のことをよく知っても
らったり，相手のことをよ
く知ったりするために，好
きな季節とその理由につい
て，その場で質問したり質
問に答えたりして，伝え合
っている。 

や自分のことをよく知っても
らったり，相手のことをよ
く知ったりするために，好
きな季節とその理由につい
て，その場で質問したり質
問に答えたりして，伝え合
おうとしている。 

Unit８ 

Who is your hero? 

（８） 

 自分の気持ちを知っても

らったり，相手の気持ちを

知ったりするために，友達

のあこがれの人について，

短い話の概要を捉えたり，

自分のあこがれの人につい

て，伝えようとする内容を

整理した上で，自分の考え

や気持ちなどを含めて話し

たりすることができる。 

 

聞くこと 

ウ 

 

 

 

話すこと 

[発表] 

ウ 
 

教員やＡＬＴの

話を聞き，あこが

れの人やその理由

など，短い話の概

要を聞き取る。 

 

１人ずつ，学級

全体の前で，あこ

がれの人やその理

由などを発表す

る。 

〈知識〉 
性格や頻度，動作などを表す語句や
Who is your hero? My hero is ～. Why 
is ～ your hero? He/She is good at ～.
の表現について理解している。 
 
〈技能〉 
聞友達のあこがれの人について，短
い話の概要を捉える技能を身に
付けている。 

 
発自分のあこがれの人について，上
記の語句や表現等を用いて，自分
の考えや気持ちなどを含めて話
す技能を身に付けている。 

聞相手の気持ちを知るため
に，友達のあこがれの人に
ついて，短い話の概要を捉
えている。 

 
発自分の気持ちを知ってもら
うために，自分のあこがれ
の人について，伝えようと
する内容を整理した上で，
自分の考えや気持ちなどを
含めて話している。 

聞相手の気持ちを知るため
に，友達のあこがれの人に
ついて，短い話の概要を捉
えようとしている。 

 
発自分の気持ちを知ってもら
うために，自分のあこがれ
の人について，伝えようと
する内容を整理した上で，
自分の考えや気持ちなどを
含めて話そうとしている。 

パフォーマンステスト３ 

（２） 

自分の気持ちを知っても

らったり，相手の気持ちを

知ったりするために，あこ

がれの人について，考えや

気持ちなどを伝え合うこと

ができる。 

 

話すこと 

[やり取り] 

イ 
 

教員やＡＬＴと

１対１でやり取り

を行い，あこがれ

の人についての質

問に答える。 

〈知識〉 
上に同じ 
 
〈技能〉 
やあこがれの人について，上記の語
句や表現等を用いて，考えや気持
ちなどを伝え合う技能を身に付
けている。 

や自分の気持ちを知ってもら
ったり，相手の気持ちを知
ったりするために，あこが
れの人について，考えや気
持ちなどを伝え合ってい
る。 

や自分の気持ちを知ってもら
ったり，相手の気持ちを知
ったりするために，あこが
れの人について，考えや気
持ちなどを伝え合おうとし
ている。 

※本計画では，パフォーマンステスト３を Unit８と関連付けているが，学校の実態に応じ，他の単元と関連付けたり，Unit７～８の内容を総合したりして実施するこ
とが考えられる。 

参考文献：小学校外国語用 文部科学省検定済教科書 NEW HORIZON Elementary English Course ５，アレン玉井光江，阿野幸一，濱中紀子ほか，東京書籍，平成 31年検定済 英語 501 

 
※読むこと ア，書くこと アの指導と評価について 

  本計画では，「読むこと ア 活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することができる」，「書くこと ア 大文字，小文字を活字体で書くことがで

きる」を第５学年の学習到達目標とし，目標に向けた指導を，年間を通じて行うこととする。活字体で書かれた文字を識別したり，その読み方を発音したりす

ることや大文字，小文字を活字体で書くことを，各単元で少しずつ指導し，学習状況を確認する。記録に残す評価については，学校の実態に応じ，各学期末に

分けて行うことも考えられる。 
 



第６学年 年間指導計画（１学期） 

単元名 

（時数） 
単元の目標 

重点領域 
 

ＣＡＮ－ＤＯリスト 
対応項目 

言語活動 
観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Unit１ 

This is me! 

（８） 

自分のことをよく知って
もらったり，相手のことを
よく知ったりするために，
名前や好きなもの，誕生日
について，具体的な情報を
聞き取ったり，伝えようと
する内容を整理した上で話
したりすることができる。 

 

 

聞くこと 

イ 

 

 

 

 

話すこと 

[発表] 

イ 
 

 教員やＡＬＴの

自己紹介から，名

前や好きなもの，

誕生日などの具体

的な情報を聞き取

る。 

 

名前や好きなも

の，誕生日などを

発表し，学級で自

己紹介をする。 

〈知識〉 
月や日付，身の回りのものなどを表
す語句や I’m ～. I’m from ～. I like 
～. My birthday is ～.の表現について
理解している。 
 
〈技能〉 
聞名前や好きなもの，誕生日につい
て，具体的な情報を聞き取る技能
を身に付けている。 

 
発名前や好きなもの，誕生日につい
て，上記の語句や表現等を用いて，
話す技能を身に付けている。 

聞相手のことをよく知るた
めに，名前や好きなもの，
誕生日について，具体的な
情報を聞き取っている。 

 
 
発自分のことをよく知って
もらうために，名前や好き
なもの，誕生日について，
伝えようとする内容を整
理した上で話している。 

聞相手のことをよく知るた
めに，名前や好きなもの，
誕生日について，具体的な
情報を聞き取ろうとして
いる。 

 
発自分のことをよく知って
もらうために，名前や好き
なもの，誕生日について，
伝えようとする内容を整
理した上で話そうとして
いる。 

Unit2 

How is your school 

life? 

（８） 

自分のことをよく知って
もらうために，普段の生活
の様子や大切にしているも
のについて，話すことがで
きる。 

 

話すこと 

[発表] 

ア 
 

学級の友達の前

で，普段すること

や宝物を発表す

る。その様子を動

画で撮影し，他校

のＡＬＴへの自己

紹介動画とする。 

〈知識〉 
動作や頻度，身の回りのものなどを
表す語句や I live in ～. I go to ～. I 
usually ～. My treasure is ～.の表現に
ついて理解している。 
 
〈技能〉 
発普段の生活の様子や大切にしてい
るものについて，上記の語句や表
現等を用いて，話す技能を身に付
けている。 

発自分のことをよく知って
もらうために，普段の生活
の様子や大切にしている
ものについて，話してい
る。 

発自分のことをよく知って
もらうために，普段の生活
の様子や大切にしている
ものについて，話そうとし
ている。 

Unit3 

Let’s go to Italy. 

（８） 

自分が調べたことをよく
知ってもらうために，おす
すめの国について話した
り，例文を参考に，音声で
十分に慣れ親しんだ語句や
表現を用いて書いたりする
ことができる。 
また，相手が調べたこと

をよく知るために，おすす
めの国について，音声で十
分に慣れ親しんだ語句や表
現を読んで意味が分かる。 
※なお，本単元における「話
すこと[発表]」について
は目標に向けた指導は行
うが，本単元内で記録に
残す評価は行わない。 

 

書くこと 

イ 

 

読むこと 

イ 
 

 その国でできる

ことをまとめた

「おすすめの国紹

介カード」を書く。 

 

グループの友達

と，互いに書いた

「おすすめの国紹

介カード」を交換

して読み合い，分

かったことをワー

クシートにまとめ

る。 

〈知識〉 
国名や食べ物，様子などを表す語句
や You can ～.It’s ～.の表現について
理解している。 
 
〈技能〉 
書おすすめの国について，音声で十
分に慣れ親しんだ上記の語句や表
現を用いて，書く技能を身に付け
ている。 

 
読おすすめの国について，音声で十
分に慣れ親しんだ上記の語句や表
現で書かれたものを読んで，意味
が分かるために必要な技能を身に
付けている。 

書自分が調べたことをよく
知ってもらうために，おす
すめの国について，例文を
参考に，音声で十分に慣れ
親しんだ語句や表現を用
いて書いている。 

 
読相手が調べたことをよく
知るために，おすすめの国
について，音声で十分に慣
れ親しんだ語句や表現を
読んで意味が分かってい
る。 

書自分が調べたことをよく
知ってもらうために，おす
すめの国について，例文を
参考に，音声で十分に慣れ
親しんだ語句や表現を用
いて書こうとしている。 

 
読相手が調べたことをよく
知るために，おすすめの国
について，音声で十分に慣
れ親しんだ語句や表現を
読んで意味を分かろうと
している。 

パフォーマンステスト１ 

（2） 

自分が調べたことをよく
知ってもらうために，おす
すめの国について，伝えよ
うとする内容を整理した上
で話すことができる。 

 

話すこと 

[発表] 

イ 
 

 １人ずつ，教員

やＡＬＴにおすす

めの国について発

表する。 

〈知識〉 
上に同じ 
〈技能〉 
発おすすめの国について，上記の語
句や表現等を用いて，話す技能を
身に付けている。 

発自分が調べたことをよく
知ってもらうために，おす
すめの国について，伝えよ
うとする内容を整理した
上で話している。 

発自分が調べたことをよく
知ってもらうために，おす
すめの国について，伝えよ
うとする内容を整理した
上で話そうとしている。 

※本計画では，パフォーマンステスト１を Unit３と関連付けているが，学校の実態に応じ，他の単元と関連付けたり，Unit１～３の内容を総合したりして実施するこ
とが考えられる。 



第６学年 年間指導計画（２学期） 
単元名 

（時数） 
単元の目標 

重点領域 
 

ＣＡＮ－ＤＯリスト 

対応項目 
言語活動 

観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Unit4 

Summer Vacations 

in the World 

（８） 

自分のことをよく知って
もらうために，夏休みの思
い出について，伝えようと
する内容を整理した上で，
自分の考えや気持ちなどを
話すことができる。 

 

話すこと 

[発表] 

ウ 
 

 学級の友達に，

夏休みの思い出に

ついて発表する。 

〈知識〉 
場所や動作，食べ物，様子などを表す
語句や I went ～. I enjoyed ～. I ate 
～. It was ～.の表現について理解し
ている。 
 
〈技能〉 
発夏休みの思い出について，上記の
語句や表現等を用いて，自分の考
えや気持ちなどを話す技能を身に
付けている。 

発自分のことをよく知って
もらうために，夏休みの思
い出について，伝えようと
する内容を整理した上で，
自分の考えや気持ちなど
を話している。 

発自分のことをよく知って
もらうために，夏休みの思
い出について，伝えようと
する内容を整理した上で，
自分の考えや気持ちなど
を話そうとしている。 

Unit5 

We all live on the 

Earth. 

（８） 

自分が調べたことをよく
知ってもらうために，食物
連鎖について話したり，語
順を意識しながら音声で十
分に慣れ親しんだ語句や表
現を書き写したりすること
ができる。 
また，相手が調べたこと

をよく知るために，食物連
鎖について，音声で十分に
慣れ親しんだ語句や表現を
読んで意味が分かる。 
※なお，本単元における「話
すこと[発表]」について
は目標に向けた指導は行
うが，本単元内で記録に
残す評価は行わない。 

 

書くこと 

ア 

 

読むこと 

イ 
 

グループごと

に，食物連鎖につ

いて調べたこと

を，「食物連鎖カー

ド」にまとめる。 

 

 グループ同士

で，食物連鎖につ

いて調べたことを

書いた「食物連鎖

カード」を交換し

て読み合う。 

〈知識〉 
生き物，生息地などを表す語句や
Where do ～ live? ～ live in ～. What 
do ～ eat? ～ eat ～.の表現につい
て理解している。 
 
〈技能〉 
書食物連鎖について，音声で十分に
慣れ親しんだ上記の語句や表現を
書き写す技能を身に付けている。 

 
読食物連鎖について，音声で十分に
慣れ親しんだ上記の語句や表現で
書かれたものを読んで，意味が分
かるために必要な技能を身に付け
ている。 

書自分が調べたことをよく
知ってもらうために，食物
連鎖について，語順を意識
しながら音声で十分に慣
れ親しんだ語句や表現を
書き写している。 

 
読相手が調べたことをよく
知るために，食物連鎖につ
いて，音声で十分に慣れ親
しんだ語句や表現を読ん
で意味が分かっている。 

書自分が調べたことをよく
知ってもらうために，食物
連鎖について，語順を意識
しながら音声で十分に慣
れ親しんだ語句や表現を
書き写そうとしている。 

 
読相手が調べたことをよく
知るために，食物連鎖につ
いて，音声で十分に慣れ親
しんだ語句や表現を読ん
で意味を分かろうとして
いる。 

パフォーマンステスト２ 

（2） 

自分が調べたことをよく
知ってもらったり，相手が
調べたことをよく知ったり
するために，食物連鎖につ
いて，身近で簡単な事柄を
伝え合うことができる。 

 

話すこと 

[やり取り] 

イ 
 

 グループごと

に，教員やＡＬＴ

からの食物連鎖に

ついての質問に答

える。 

〈知識〉 
上に同じ 
 
〈技能〉 
や食物連鎖について調べたことを，
上記の語句や表現等を用いて，伝
え合う技能を身に付けている。 

や自分が調べたことをよく
知ってもらったり，相手が
調べたことをよく知った
りするために，食物連鎖に
ついて，身近で簡単な事柄
を伝え合っている。 

や自分が調べたことをよく
知ってもらったり，相手が
調べたことをよく知った
りするために，食物連鎖に
ついて，身近で簡単な事柄
を伝え合おうとしている。 

※本計画では，パフォーマンステスト２を Unit５と関連付けているが，学校の実態に応じ，他の単元と関連付けたり，Unit４～６の内容を総合したりして実施するこ
とが考えられる。 

Unit6 

Let’s think about our 

food. 

（８） 

おすすめのメニューに込
めた相手の考えをよく知る
ために，食材について聞き
取ることができる。おすす
めのメニューに込めた互い
の考えをよく知るために，
食材について，その場で質
問したり質問に答えたりし
て伝え合うことができる。 

 

聞くこと 

ア 

 

 

話すこと 

[やり取り] 

ウ 
 

教員やＡＬＴが

考えたおすすめの

メニューの食材に

ついて聞き取る。 

 

グループ同士

で，考案したおす

すめのメニューの

食材について伝え

合う。 

〈知識〉 
食べ物，メニューなどを表す語句や～ 
is from ～. ～ is in the ～ group.の表
現について理解している。 
 
〈技能〉 
聞おすすめのメニューについて，上
記の語句や表現を聞き取る技能を
身に付けている。 

 
やおすすめのメニューについて，上
記の語句や表現等を用いて，伝え
合う技能を身に付けている。 

聞おすすめのメニューに込
めた相手の考えをよく知
るために，食材について聞
き取っている。 

 
やおすすめのメニューに込
めた自分の考えをよく知
ってもらったり，相手の考
えをよく知ったりするた
めに，食材について，その
場で質問をしたり質問に
答えたりして伝え合って
いる。 

聞おすすめのメニューに込
めた相手の考えをよく知
るために，食材について聞
き取ろうとしている。 

 
やおすすめのメニューに込
めた自分の考えをよく知
ってもらったり，相手の考
えをよく知ったりするた
めに，食材について，その
場で質問をしたり質問に
答えたりして伝え合おう
としている。 



第６学年 年間指導計画（３学期） 
単元名 

（時数） 
単元の目標 

重点領域 
 

ＣＡＮ－ＤＯリスト 
対応項目 

言語活動 
観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Unit7 

My Best Memory 

（８） 

自分のことをよく知って

もらったり，相手のことを

よく知ったりするために，

小学校の思い出について話

したり，例文を参考に，音

声で十分に慣れ親しんだ語

句や表現を用いて書いたり

することができる。 

また，音声で十分に慣れ

親しんだ語句や表現を読ん

で意味が分かる。 

※なお，本単元における「話

すこと[発表]」について

は目標に向けた指導は行

うが，本単元内で記録に

残す評価は行わない。 

 

書くこと 

イ 

 

読むこと 

イ 
 

一番思い出深い

出来事をまとめた

「小学校の思い出

カード」を書く。 

 

 グループの友達

と，互いが書いた

「小学校の思い出

カード」を交換し

て読み合い，分か

ったことをワーク

シートにまとめ

る。 

〈知識〉 
学校行事，動作などを表す語句や My 
best memory is ～. We went ～. We saw 
～. I enjoyed～.の表現について理解し
ている。 
 
〈技能〉 
書小学校の思い出について，音声で
十分に慣れ親しんだ上記の語句や
表現を用いて，書く技能を身に付
けている。 

 
読小学校の思い出について，音声で
十分に慣れ親しんだ上記の語句や
表現で書かれたものを読んで，意
味が分かるために必要な技能を身
に付けている。 

書自分のことをよく知って
もらうために，小学校の思
い出について，例文を参考
に，音声で十分に慣れ親し
んだ語句や表現を用いて
書いている。 

 
読相手のことをよく知るた
めに，小学校の思い出につ
いて，音声で十分に慣れ親
しんだ語句や表現を読ん
で意味が分かっている。 

書自分のことをよく知って
もらうために，小学校の思
い出について，例文を参考
に，音声で十分に慣れ親し
んだ語句や表現を用いて
書こうとしている。 

 
読相手のことをよく知るた
めに，小学校の思い出につ
いて，音声で十分に慣れ親
しんだ語句や表現を読ん
で意味を分かろうとして
いる。 

Unit8 

My Future, 

    My Dream 

（８） 

自分のことをよく知って

もらったり，相手のことを

よく知ったりするために，

中学校生活に向けての抱負

や将来の夢について，短い

話の概要を捉えたり，伝え

ようとする内容を整理した

上で，自分の考えや気持ち

などを話したりすることが

できる。 

 

 

聞くこと 

ウ 

 

 

 

 

 

話すこと 

[発表] 

ウ 
 

教員やＡＬＴの

話を聞き，中学校

生活に向けての抱

負や夢について短

い話の内容を聞き

取る。 

 

１人ずつ，学級

全体の前で，中学

校生活に向けての

抱負や将来の夢に

ついて発表する。

その様子を動画で

撮影して，中学校

の教員へのメッセ

ージ動画とする。 

〈知識〉 
部活動や学校行事，職業，動作などを
表す語句や I want to join ～. I want to 
enjoy ～. I’m good at ～. I want to be 
～.の表現について理解している。 
 
〈技能〉 
聞中学校生活に向けての抱負や将来
の夢について，短い話の概要を捉
える技能を身に付けている。 

 

発中学校生活に向けての抱負や将来
の夢について，上記の語句や表現
等を用いて，自分の考えや気持ち
などを話す技能を身に付けてい
る。 

聞相手のことをよく知るた
めに，中学校生活に向けて
の抱負や将来の夢につい
て，短い話の概要を捉えて
いる。 

 

発自分のことをよく知って
もらうために，中学校生活
に向けての抱負や将来の
夢について，伝えようとす
る内容を整理した上で，自
分の考えや気持ちなどを
話している。 

 

聞相手のことをよく知るた
めに，中学校生活に向けて
の抱負や将来の夢につい
て，短い話の概要を捉えよ
うとしている。 

 

発自分のことをよく知って
もらうために，中学校生活
に向けての抱負や将来の
夢について，伝えようとす
る内容を整理した上で，自
分の考えや気持ちなどを
話そうとしている。 

 

パフォーマンステスト３ 

（2） 

 自分のことをよく知って

もらったり，相手のことを

よく知ったりするために，

中学校生活に向けての抱負

や将来の夢について，考え

や気持ちなどを伝え合うこ

とができる。 

 

話すこと 

[やり取り] 

イ 
 

 教員やＡＬＴと

１対１でやり取り

を行い，中学校生

活に向けての抱負

や将来の夢につい 

ての質問に答える。 

〈知識〉 
上に同じ 
 
〈技能〉 
や中学校生活に向けての抱負や将来
の夢について，上記の語句や表現
等を用いて，考えや気持ちなどを
伝え合う技能を身に付けている。 

や自分のことをよく知って
もったり，相手のことをよ
く知ったりするために，中
学校生活に向けての抱負
や将来の夢について，考え
や気持ちなどを話してい
る。 

や自分のことをよく知って
もったり，相手のことをよ
く知ったりするために，中
学校生活に向けての抱負
や将来の夢について，考え
や気持ちなどを話そうと
している。 

参考文献：小学校外国語用 文部科学省検定済教科書 NEW HORIZON Elementary English Course ６，アレン玉井光江，阿野幸一，濱中紀子ほか，東京書籍，平成 31年検定済 英語 601 



年間指導計画作成手順

学習到達目標をＣＡＮ－ＤＯリストで確認し，使用教科書と関連付けて，単元の目標を決める。
年間を通じて五つの領域の到達目標が網羅されるように，重点領域とＣＡＮ－ＤＯリスト対応項目
を各単元に割り振る。

※ ただし，「読むこと」「書くこと」については，指導の初期段階では記録に残す評価を行わない。
また，「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」については，学級担任やＡＬＴと条件をそろえた
形で行えるように，学期に１回程度のパフォーマンステストを設定する。

STEP １ ＣＡＮ－ＤＯリストと使用教科書から単元の目標と重点領域を設定する

目的や場面，状況などを設定した言語活動の大まかな内容を考える。なお，１つの単元で２つ
の領域を重点とする場合は，それぞれの領域に対応する言語活動を考える。

STEP ２ 単元の目標を達成するための言語活動を考える

「知識・技能」については，扱う言語材料が分かるように記載する。

「思考・判断・表現」については，単元の最終の言語活動において設定するコミュニケーションを
行う目的や場面，状況などが分かるように記載する。

「主体的に学習に取り組む態度」については，「思考・判断・表現」に記載した内容を「～しようと
している」と変えて記載する。

STEP ３ 観点別評価規準を決める

STEP２STEP１ STEP３



単元の指導と評価の計画
単元の構成と作成手順

語彙や表現に
慣れる活動

表現に出会う活動
目標を持つ

最終の言語活動

表現（やり取り）に
より慣れる活動

学習過程 学習状況の確認

記録に残す評価

指導・支援
アイデア集

記録には残さないが，
言語活動の様子から
本時の目標に到達し
ているか把握する

必要な指導や支援を行う

評価事例集

言語活動の様子から，
単元の目標に到達して
いるか評価する

思考力，判断力，表現力等を育成するために，コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などを明確にして，最終の言語活動を設定する。

CAN－DOリストと年間指導計画を確認し，単元の目標を設定する。STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5

作成手順

観点ごとに，記録に残す評価を行う時間を設定する。

１単位時間ごとの目標と言語活動を設定する。

１単位時間ごとに学習状況を確認する領域と評価規準を設定する。

STEP２

STEP３

STEP４

STEP５

STEP１



単元の指導と評価の計画 

単 元 名 年 Unit 

単元の目標   

 

◯単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
 
〈技能〉 
 

  

 

○の領域…学習状況を確認する 

◯単元の指導と評価の計画                     □の領域…記録に残す評価を行う 

時

数 
本時の目標 ◇主な言語活動 

 
［ ］は教科書に提示されている活動 

各時間に扱う表現 

評価の観点 

本時の評価規準 知 

・ 

技 

思 
・ 

判 
・ 

表 

態 
 

度 

１ 

   

   
 

２ 

   

   
 

３ 

   

   
 

４ 

   

   
 

５ 

   

   
 

６ 

   

   

 

７ 

   

   

 

８ 

   

   

 

 



 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 



年Unit   
 

 

 

 

 

単元の目標 

 

☆ ：その時間のめあては達成できたかな。どれぐらいできたか☆をぬろう！ 

：その時間に「分かったことやできたこと，がんばったこと」を書こう！ 

   ：この Unit の学習で「できるようになったことやがんばったこと」を書こう！ 

 

クラス 番号 名前 

8 この学習でできるようになったことは何ですか。 

 

 

 

できるようになるために何をどのようにがんばりましたか。 

1 

2 

3 

4 

5 

この学習でできるようになりたいことは 
何ですか。 

6,7 


